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 論文内容の要旨
厚
 先進諸国にとって、外国人労働者の導入がもたらす労働市場への影響はその国の社会・経済構造
 を問う上で重要な問題である。他の先進国と比較して外国人労働者の導入に関して後発国である日
 本でも、80年代・90年代におけるラテンアメリカ及びアジア諸国からの移住の増加を得て、外国人
 労働市場の構造化・分断化が重要課題として浮上しつつある。マイグレーションは、国家政策及び
 経済構造等のマクロ的な枠組みにより発生し、維持される。他方、家族等を主体とした社会的ネッ
 トワークの形成、非公式な雇用ルートの形成により持続されるプロセスでもある。移住研究におい
 て、これらによって構成されるメゾレベルの検討は中心的な課題でもある。
 本稿の課題は、移住過程のメゾレベルの一角を形成する業務請負業者の諸機能と在日ブラジル人
 の労働を考察することにある。柔軟な労働力需要と業務請負業者の経営体制(経営方針・斡旋組織・
 選抜過程・人事管理)がどのように関わっており、いかにして労働者の特徴により支えられている
 のかの検証を行う。本稿の目的は、経営方針・選抜過程・人事管理を含めて体系的に雇用を行って
 いるメイワ社の事例の検討を通じて、在日ブラジル人のフレキシブルな労働力利用の特徴と請負業
 務の機能の相互関係を明らかにすることにある。さらに、補足的にもう一社の検討を行う。第二の
 ケースは中規模業務請負業者のニッパク社である。この二つの事例を取り..ヒげることで、異なった
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 たな外国人住民との間でも同様の機能を果たしているのである。
 第二の事例のニッパク社は、中規模請負業者であり、企業の独自の形成過程により経営体制を構
 築してきた。事業はある論理に従って運営されているものの、労働者募集・選抜・採用・人事管理・
 生産管理の体系的な構造が構築され亡いるのではなく、ワンマン経営の体制を強く帯びている企業
 である。ブラジルでの人材募集は、旅行業者一社が行っており、募集地域はパラナ州が中心となっ
 ている。日本国内の通常の募集は・ロコミによるものが中心となっており、まとまった人数が必要
 な場合にエスニック新聞の労働者募集広告が利用ざれる。手技検査のような手段は利用されておら
 ず、旅行業者とニッパク社中経営者や事務所スタッ・フの経験のもとで行われている。このように、
 選抜過程で請負先に依存している側面があり、労働者の一時選抜がニッパク社で行われ、二次選抜
 が請負先で行われる場合も見られる。
 事務所スタッフは、労働者の賃金・住居・通訳・翻訳・査証手続き・送迎・医療・生活相談など、
 全面的なサポートを行っているが、生産管理との関わりは、作業標準票やQCサークルに関する提
 案カードなどの資料の翻訳等にとどまっている。工場内の人事管理については、事業所ごとにリー
 ダーが設けられているものの、作業者の労働時間の報告と通訳がおもな役割であり、生産管理と人
 事管理機能はほとんど組織されていない。
 フレキシブルな労働力利用との関・連では、ニッパク社の次の点をあげることができる。1.複数
 の事業所で毎日増減する残業時間に対応するために、送迎や人員の手配などの対応が行われている。
 2.メイワ社のケースと同様に、長時間労働や突発的残業への対応が見られる。3.各事業所の人
 員増減に対応するために、配置転換を繰り返す。しかし、一つの大きな違いは、ニッパク社の場合
 は組織化された管理体制のもとでその対応が行われていないことである。ニッパク'社の場合は.勤
 労意欲と生産「生の違いは個々人のスタンスで確認できるものであるが、その把握と推進は随時事務
 所スタッフと経営者により行われているものの、企業体制として形式化されてはいない。このため、
 請負サービスの「質」を操作することが難しく.具体的にそのサービスの差別化を進めることも困
 難である。現在同社は、景気後退による.車価の切り下げへの圧力、他の請負業者との競争、日本人
 労働者の行動の変化、他の外国人労働者の導入による影響等の難題に直面している。しかし、この
 特徴が効果的な打開策の推進を阻止する要因となっていると考えられる。
 本稿で確認された一つの請負業者像とは、体系的な管理機構を通じて、フレキシブルな労働力利
 用により適合的な組織であった。他方、ニッパク社の事例では・受動的な経営体制により、請負市
 場の変貌を受けて、労働力調達における困難に直面している状況が見られた。在日ブラジル人労働
 者は、こうした就業構造のあり方の中で、様々な労働のフレキシビリティに対応し、不安定な雇用
 の中で生活を成り立たせているのである。
 メイワ社の事例では、請負業者は独自の斡旋、選抜メカニズムと旅行業者やプロモーターにより
 構成されている斡旋組織を通じて人員調達を実施していることがわかった。また、こうしたメカニ
 ズムは、同社の請負サービスのあり方と一貫して機能するのであり、手技検査、労働者への具体的
 な情報提供も実施している。メイワ社は、体系的な人事管理により、労働過程の把握による労働者
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 な利用に貢献している。このことを実証的に明らかにしたことは、本論文の功績である。
 しかしながら、本論文に問題がないわけではない。企業が労働力をフレキシブルに利用すること
 は当然であるが、その中において日系ブラジル人労働者がどのような位置を占めているのか、かな
 らずしも明確ではない。また、日系ブラジル人労働者の生活サポートという点については、業務請
 負業者によるサポートだけでなく、日系ブラジル人労働者が築いているフォーマル、インフォーマ
 ルなネットワークが重要であるが、その点についての言及も不十分である。
 しかしこのような点は、本論文の価値を損ねるものではなく、今後の研究課題として残されてい
 るとみるべきである。
 よって本論文は博士(経済学)論文として「合格」であると判定する。
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